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▶詳しくは６頁「魅力発掘」へ！

※
１ 

球
磨
清
流
学
園
…
…
…
球
磨
村
の
義
務
教
育
学
校(

小
中
一
貫
校)

。
屋
内
運
動
場
と
は
い
わ
ゆ
る
体
育
館
の
こ
と

※
２ 

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
…
村
教
委
が
子
ど
も
向
け
に
、
安
全
な
居
場
所
と
学
び
を
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
提
供
す
る
事
業

８
月
８
日
、
台
風
の

置
き
土
産
の
雨
が
降
り

し
き
る
中
、
球く

ま磨
村む

ら

青

年
団
が
主
催
す
る
映
画

上
映
会
が
、
球※

1

磨
清
流

学
園
屋
内
運
動
場
で
開

催
さ
れ
た
。
村
内
の
小

学
生
や
保
育
園
児
を
は

じ
め
、
約
70
人
の
夏
休

み
の
思
い
出
の
一
コ
マ

と
な
っ
た
。
同
青
年
団

の
副
団
長
、
天
野
恭
平

さ
ん
（
27
）
は
就
職
を

機
に
同
村
へ
。
コ
ロ
ナ

禍
や
令
和
２
年
の
豪
雨

災
害
を
経
て
、
子
ど
も

が
楽
し
め
る
企
画
は
何

だ
ろ
う
と
考
え
た
青
年

団
員
ら
。
天
野
さ
ん
は

ふ
と
、
自
身
の
出
身
地

福
岡
県
柳
川
市
に
は
、

子
ど
も
向
け
映
画
上
映

会
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
そ
こ
で
団
員

に
提
案
し
た
と
こ
ろ
好

評
で
、
今
年
の
４
月
頃

に
企
画
立
ち
上
げ
。
上

映
を
委
託
す
る
映
画
業

者
と
相
談
し
、

相
談
時
点
で
最

も
新
し
い
ア
ニ

メ

映

画
「

野

生

の

島

の

ロ

ズ
」
を
上
映
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
心

配
事
は
、
子
ど

も
た
ち
が
観
に

来
て
く
れ
る
の

か
ど
う
か
の
一
点
。
そ

こ
で
主
催
側
は
大
変
だ

が
、
夏
休
み
の
平
日
、

ア※
2

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
期

間
内
に
あ
え
て
上
映
す

る
こ
と
で
、
多
数
が
観

に
来
ら
れ
る
環
境
を
整

え
た
。
さ
ら
に
蒸
し
暑

い
中
で
も
快
適
に
観
ら

れ
る
よ
う
、
大
き
な
施

設
か
つ
エ
ア
コ
ン
が
あ

る
同
会
場
を
、
村
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
抑
え

た
。観

終
え
た
子
ど
も
の

反
応
は
上
々
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
９
割
以
上

が
「
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
回
答
し
た
。
天

野
さ
ん
は
「
子
ど
も
と

触
れ
合
い
元
気
を
も
ら

え
た
」
と
、
次
年
度
以

降
の
開
催
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

か
高
知
大
学
、
北
海
道
大

学
、
徳
島
大
学
の
学
生
が

出
場
。
高
知
の
男
子
は
赤

い
ふ
ん
ど
し
姿
で
登
場
し

た
最
後
の
演
舞
で
は
、
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

た
。
２
日
目
か
ら
の
本
番

で
は
、
愛
媛
県
の
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
や
地
元
の
青
年
団

も
合
流
。
踊
り
子
、
給
水

係
、
運
転
手
含
め
て
総
勢

80
名
超
。
み
ん
な
で
つ
く

り
上
げ
る
祭
り
だ
。

◆
試
練
が
育
む

　
　
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

今
年
の
祭
り
は
雨
と
の

闘
い
だ
っ
た
。
天
候
に

よ
る
演
舞
日
程
の
度
重

な
る
変
更
や
道
路
混
雑

に
よ
る
移
動
の
遅
れ
。

祭
り
で
は
、
出
場
者
自

ら
が
日
程
を
組
み
、
移

動
手
段
を
手
配
し
、
来

場
者
へ
の
告
知
ま
で
行

う
。
自
主
性
が
求
め
ら

れ
る
仕
組
み
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
力
が
試

さ
れ
た
。
想
定
外
の
試
練

に
負
け
ず
、
各
所
の
仲
間

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
判

断
を
下
す
。「
よ
さ
こ
い

の
現
場
で
は
、
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
力
が
全
て
試
さ

れ
る
」
と
県
青
年
団
役
員

は
語
る
。
困
難
な
状
況
で

こ
そ
、
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
が
育
つ
。
試
練
が
、

例
年
以
上
に
若
者
た
ち
を

大
き
く
成
長
さ
せ
た
。

◆
よ
さ
こ
い
が
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　

多
様
な
活
動

　

県
内
外
の
学
生
、
社
会

人
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
る
に
ぎ
わ
い

ボ
ニ
ー
ト
。
数
年
前
か
ら

新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま

れ
て
い
る
。
県
青
年
団
が

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
多
文
化
共
生
事
業
に

参
加
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
技
能
実
習
生
や
、
居
場

所
づ
く
り
の
取
り
組
み
で

出
会
い
の
あ
っ
た
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
給
水
活

動
で
参
加
し
た
こ
と
だ
。

　

異
な
る
ル
ー
ツ
、性
別
、

年
齢
を
越
え
て
と
も
に
汗

を
流
す
。
よ
さ
こ
い
が
、

県
青
年
団
の
様
々
な
取
り

組
み
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
と
な

り
、
多
様
な
人
々
が
出
会

い
、
互
い
を
理
解
し
合
う

場
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

鳴な
る

子こ

を
鳴
ら
し
て
前
進

す
る
こ
と
、「
よ
さ
こ
い

鳴
子
踊
り
」
の
フ
レ
ー
ズ

を
入
れ
る
こ
と
。
こ
の
２

つ
の
ル
ー
ル
さ
え
守
れ
ば

自
由
に
演
舞
が
で
き
る
。

土
砂
降
り
の
中
、
鳴
子
を

響
か
せ
前
進
す
る
若
者
た

ち
。
彼
ら
は
、
仲
間
と
と

も
に
困
難
を
乗
り
越
え
な

が
ら
、
着
実
に
成
長
を
重

ね
て
い
く
。

　

８
月
24
日
、
全
国
青

年
大
会
野
球
の
部
の
新

潟
県
予
選
会
が
、
新
潟

市
北
区
の
豊

と
よ
さ
か
み
な
み

栄
南
運
動

公
園
野
球
場
で
開
催
さ

れ
た
。
参
加
し
た
の

は
、
新
潟
市
消
防
局
と

新し

ば

た

発
田
自
衛
隊
の
２
チ

ー
ム
。
新
潟
県
内
の
３

チ
ー
ム
が
協
議
の
結

果
、
大
会
出
場
の
２
枠

の
う
ち
１
枠
は
前
年
度

優
勝
の
オ
ー
ル
三
井
が

出
場
し
、
残
り
１
枠
の

出
場
枠
を
争
っ
た
。

　

当
日
は
夕
方
か
ら
の

試
合
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
気
温
も
高
く
、
暑

さ
の
残
る
中
で
の
一
戦

だ
っ
た
。
序
盤
は
両
チ

ー
ム
か
ら
２
本
も
ホ
ー

ム
ラ
ン
が
飛
び
出
す
な

ど
点
の
取
り
合
い
に
。

中
盤
以
降
は
投
手
陣
が

立
ち
直
り
、
試
合
は
一

転
し
て
緊
迫
の
投
手
戦

の
様
相
を
呈
し
た
。
終

盤
に
ダ
メ
押
し
の
一
打

で
リ
ー
ド
を

広
げ
、
消
防

局
が
８
対
４

で
試
合
を
制

し
、
見
事
全

国
青
年
大
会

の
切
符
を
手

に
し
た
。
勤

務
の
都
合
で
、

全
員
が
揃
っ

て
練
習
す
る

機
会
が
限
ら
れ
、
チ
ー

ム
の
連
携
を
深
め
た

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
こ
と
に
苦

労
し
た
と
い
う
。
全
国

青
年
大
会
と
い
う
目
標

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

選
手
同
士
で
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
、
チ
ー

ム
と
し
て
一
体
感
が
生

ま
れ
、
予
選
会
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
な

が
っ
た
。

　

「
最
後
ま
で
全
力
で

戦
っ
て
く
れ
た
対
戦
相

手
に
は
心
か
ら
の
感
謝

と
敬
意
を
伝
え
た
い
。

こ
こ
か
ら
が
新
た
な
挑

戦
の
始
ま
り
。
全
国
の

強
豪
に
も
、
自
分
た
ち

の
野
球
を
信
じ
て
全
力

で
挑
ん
で
い
き
た
い
」

と
、
主
将
の
村
川
達
則

さ
ん
（
35
）
は
語
っ
た
。

子どもの視線をくぎ付けにした

互いに譲らない攻防戦

　

ひ
と
夏
の
思
い
出
づ
く
り

雨
に
唄
え
ば
、
仲
間
と
踊
れ
ば

新
潟
代
表
の
座
を
か
け
て

　
　

～
久
々
と
な
る
映
画
上
映
会
の
実
施
～

　
　
　
　
　
　
　

(

熊
本
県
球
磨
郡
球
磨
村)

　
　

～
雨
に
も
負
け
な
い
笑
顔
が
こ
こ
に
（
高
知
県
高
知
市
）
～

　
　
　
　
　

～
暑
さ
の
中
で
の
熱
戦
～

　
　
　
　
　
　
　

(

新
潟
県
新
潟
市)

お問合せ：Instagram で「球磨村青年団」と検索

お問合せ：新潟市消防局チーム　主将　村川　達則さん　Tel：090-4748-4605

お問合せ：Instagram で「高知県青年団協議会」と検索

初日に特別賞を受賞した高知の学生たち

多文化共生プロジェクトで関わりが生まれたインドネシアの技

能実習生も参加。日本語教室の先生もサポートに回った

　

８
月
９
日
か
ら
12
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
「
第
72
回

よ
さ
こ
い
祭
り
」
で
、
高
知

県
青
年
団
協
議
会
（
以
下
、

県
青
年
団
）
を
中
心
に
県
内

の
青
年
団
や
県
内
外
の
学
生

で
構
成
さ
れ
る
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
「
に
ぎ
わ
い
ボ
ニ
ー

トfrom3.11

」
が
躍
動
し

た
。
彼
ら
が
、
雨
天
の
な
か

乗
り
越
え
た
４
日
間
の
軌
跡

を
辿
る
。

◆
全
国
の
よ
さ
こ
い
好
き
が

　
　
　
　
　
　

高
知
に
集
結

　

初
日
の
学
生
大
会
に
は
、

東
北
各
地
の
学
生
団
体
の
ほ

23

強い雨に打たれての演舞となったメイン会場「追手筋本部競演

場」。雨に光が反射し、いっそう踊り手の笑顔が輝いて見える

ACTION ACTION
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綱引きとパン食い競争を融合させた競技。最後尾の後方に吊るした

パンを最後尾の人が口でとれる所まで引っ張るゲーム

当日の集合写真。青年団だけでなく、SNS で興味をもってくれた方や、

過去の事業で関わった方など、さまざまな方の参加があった

  F o c u s
加
し
て
い
る
。
特
に
県
内
各
市
町
の
教

育
委
員
会
へ
の
直
接
訪
問
は
、
丁
寧
に

相
談
し
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
点
で
、

非
常
に
効
果
的
な
社
会
教
育
の
実
践
事

例
と
言
え
る
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
、
あ

え
て
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
重
視
し
、

一
つ
ひ
と
つ
足
を
運
ん
で
協
力
を
依
頼

す
る
。
こ
の
地
道
な
活
動
が
、
単
な
る

参
加
者
募
集
を
超
え
た
信
頼
関
係
の
構

築
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

モ
ル
ッ
ク
協
会
の
実
行
委
員
参
加
に

よ
り
、
彼
ら
の
専
門
性
を
い
か
し
て
モ

ル
ッ
ク
を
競
技
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
と
合
わ
せ

て
、
投
稿
を
見
て
興
味
を
持
っ
た
一
般

参
加
者
も
集
ま
っ
て
い
る
。
地
域
の

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
関
係
者
）

と
相
談
・
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

点
も
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
お
け
る

重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。

③
波
及
効
果

　

「
続
け
た
い
」
が
生
む

　
　
　
　
　
　
　

持
続
可
能
な
活
動
へ

 

運
動
会
後
の
展
開
に
こ
そ
、
こ
の
取

り
組
み
の
真
価
が
見
え
る
。
ボ
ッ
チ
ャ

優
勝
チ
ー
ム
「
鯖
江
ガ
ー
ル
ズ
」
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
「
今
後
も
ボ
ッ
チ
ャ
を
続

け
た
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
全
国

青
年
大
会
へ
の
出
場
が
実
現
。
さ
ら
に

地
元
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
練
習
会
を
数

回
実
施
し
、
そ
の
参
加
者
の
一
部
は
他

２
０
２
４
年
度
全
国
地
域
青
年
「
実
践
大
賞
」　

　
　
　
　

審
査
員　

榎
木　

奨
悟　

氏

　
　
　
　

（
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
学
習
推
進
課
課
長
補
佐
）

「
取
り
組
み
概
要
」

◆
福
井
県
若
者
交
流
運
動
会

　

福
井
県
連
合
青
年
団
は
、
２
０
２
４
年
９
月
１
日
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
「
若
者
交
流
運
動
会
」

を
４
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
。
か
つ
て
若

じ
ゃ
く

越え
つ

青
年
大

会
の
体
育
部
門
と
し
て
定
着
し
て
い
た
運
動
会
だ

が
、
感
染
症
対
策
で
人
と
の
接
触
を
避
け
る
登
山
等

に
切
り
替
わ
っ
て
い
た
。
第
５
類
移
行
を
機
に
、
青

年
団
員
だ
け
で
な
く
市
町
の
教
育
委
員
会
、
福
井
県

モ
ル
ッ
ク
協
会
等
も
巻
き
込
ん
だ
実
行
委
員
会
形
式

で
開
催
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
各
団
体
へ
の
直
接
的

な
働
き
か
け
に
よ
り
、
県
内
外
か
ら
約
50
名
が
参
加
。

特
筆
す
べ
き
は
、全
国
青
年
大
会
の
交
流
種
目
「
ボ
ッ

チ
ャ
」
を
競
技
に
取
り
入
れ
、
優
勝
チ
ー
ム
「
鯖
江

ガ
ー
ル
ズ
」
の
全
国
大
会
出
場
へ
と
つ
な
げ
た
点
だ
。

単
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
復
活
で
は
な
く
、
新
た
な
仲
間

づ
く
り
と
組
織
拡
大
の
足
が
か
り
と
な
る
事
業
へ
と

発
展
し
た
。

「
解
説
」

①
自
発
性

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
生
ま
れ
た
「
復
活
」
へ
の
思
い

　

２
０
２
０
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
た
運
動
会
。

人
と
の
接
触
を
避
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
時
期
を
経

て
、「
運
動
会
を
復
活
で
き
な
い
か
」
と
い
う
声
が

役
員
内
で
上
が
っ
た
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
単

に
「
以
前
の
よ
う
に
戻
す
」
の
で
は
な
く
、
新
し
い

 地域青年による活動はその多岐にわたる活動を通じて、まちや地域が活気づくだけでなく、人間関係の応答をとおして自分のできることが増えたり、

視野が広がるという、いわば地域を担う者を育むという重要な意味を持つ。日本青年団協議会が主催する「全国地域青年『実践大賞』」は、各地の取

組を集め、有識者によって評価される貴重な機会である。本企画では、実践大賞に応募された取り組みを審査に携わった審査員自らが分析し、活動

の社会的な意義を明らかにしていく。昨年から始まった新連載「地域活動ラボ」。第九回目となる今回は、福井県福井市を拠点に活動する「福井県連

合青年団」の取り組みについて紹介する。

地 域 活 動 ラ ボ

形
で
の
再
ス
タ
ー
ト
を
模
索
し
た
点
で
あ
る
。

　

実
行
委
員
会
形
式
と
い
う
選
択
も
、
効
果
的
な
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
。
各
地
区
青
年
団
へ
の
呼
び
か
け
は

も
ち
ろ
ん
、
県
内
各
市
町
の
教
育
委
員
会
を
直
接
訪

問
し
、
実
行
委
員
へ
の
参
加
と
当
日
の
参
加
者
募
集

へ
の
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。
さ
ら
に
県
内
で
活
発

に
活
動
す
る
福
井
県
モ
ル
ッ
ク
協
会
に
も
声
を
か
け
、

最
終
的
に
９
名
の
実
行
委
員
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
実

行
委
員
会
は
１
月
か
ら
９
月
ま
で
５
回
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
要
項
・
日
程
・
会
場
の
確
認
か
ら
始
ま

り
、
競
技
決
め
、
参
加
者
集
め
の
検
討
、
ボ
ッ
チ
ャ

体
験
会
の
実
施
な
ど
、
段
階
的
に
準
備
を
進
め
て
い

る
競
技
決
め
で
は
、
実
行
委
員
一
人
ひ
と
り
に1

競

技
ず
つ
提
案
し
て
も
ら
う
と
い
う
手
法
を
採
用
。
ス

リ
ッ
パ
飛
ば
し
、
立
っ
た
ー
（
積
み
上
げ
競
技
）
、
パ

ン
食
い
綱
引
き
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
が
並
ん
だ
。

過
去
の
競
技
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
要
素

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
全
国
青
年
大
会
で

ボ
ッ
チ
ャ
が
交
流
種
目
に
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
好

機
と
捉
え
、
運
動
会
の
種
目
に
組
み
込
み
、
選
手
派

遣
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
戦
略
的
な
企
画
も
見
て
取
れ

る
。
こ
う
し
た
自
発
的
な
取
り
組
み
は
、
他
の
団
体

に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
事
例
と
言
え
る
。

②
地
域
と
の
連
携　

　

実
行
委
員
会
が
生
ん
だ
多
様
性
の
輪

　

本
実
践
の
効
果
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
青
年
団
活
動

の
枠
を
超
え
た
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
に
あ
る
。

市
町
の
生
涯
学
習
課
担
当
者
、
モ
ル
ッ
ク
協
会
、
朝

鮮
青
年
同
盟
北
陸
支
部
、
鯖
江
青
年
会
議
所
、
さ
ら

に
は
滋
賀
県
の
青
年
団
ま
で
、
実
に
幅
広
い
層
が
参

の
青
年
団
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

　

こ
れ
は
単
な
る
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら

な
い
、
持
続
的
な
活
動
へ
の
発
展
を
示
し
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来
年
も
参

加
し
た
い
」
と
い
う
声
が
相
次
ぎ
、
す
で
に
次
年

度
の
実
行
委
員
募
集
の
案
内
を
送
る
な
ど
、
継
続
・

長
期
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
８
月
31
日
に
前
夜
祭
を

開
催
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
単
に
運
動
会
当
日
だ

け
で
な
く
、
前
夜
か
ら
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深

め
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り
密
度
の
濃
い

関
係
性
構
築
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
工
夫
も
、

参
加
者
の
満
足
度
向
上
と
継
続
的
な
参
加
意
欲
の

醸
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
も
重
要
な
成
果
は
、
こ
の
運
動
会
が
「
福
井

県
内
の
青
年
団
の
組
織
拡
大
の
足
が
か
り
」
と
な
っ

た
点
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い
た
青
年

団
活
動
に
、
新
た
な
風
を
吹
き
込
む
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
多
様
な
団
体
と
の
連
携
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
そ
し
て
何
よ
り
参
加
者
が

楽
し
め
る
企
画
に
よ
り
、
都
市
部
と
は
異
な
る
地

方
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
可
能
性
を
示
す
取

り
組
み
と
な
っ
た
。
今
後
、
関
わ
る
人
材
の
新
陳

代
謝
が
う
ま
く
進
み
、
こ
の
運
動
会
が
福
井
県
の

若
者
交
流
の
核
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●
お
問
い
合
せ

F
a
c
e
b
o
o
k

に
て
「
福
井
県
連
合
青
年
団
」

と
検
索　

QR
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら

↓

【掲載原稿：日本青年団新聞（令和７年11月号）】（55㎜×180㎜）

～ 月の日青協の動き 核兵器も戦争もない世界を求めて

この間の日青協役局員の動きを、紙面をお借りして読者の

皆様にご報告いたします。よりリアルタイムな情報は、日

青協公式インスタグラムにて発信しておりますので、併せ

てご覧ください。フォローお待ちしております。

月

日
（
土
）
、
被
爆
・

戦
後

年
企
画
「
核
兵
器
も
戦
争

も
な
い
世
界
を
も
と
め
て
～
記
憶

を
受
け
継
ぎ
未
来
へ
～
」
を
有
楽

町
朝
日
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
日
本
被
団
協
の
呼
び
か
け
に

よ
る

の
団
体
・
個
人
で
主
催
。

日
青
協
も
事
務
局
団
体
の
一
翼
を

担
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
青
協
の
杉
山
会
長

が
開
催
挨
拶
を
、
勝
田
副
会
長
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
登
壇
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
約
３
０
０
名
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
約

名
が
参
加
し
、
被

爆
者
の
体
験
や
行
動
に
学
ぶ
と
と

も
に
、
核
兵
器
廃
絶
や
平
和
な
社

会
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。



Youth 掲示板

お便り募集♪

 
北方領土復帰促進婦人・青年交流集会の報告会を開催しました
　10 月 18 日、クラウド公民館 seed 主催、北海道青年団体協議会と ( 一財 ) 北海道青年会館の後援・協力で、７月に開催された第 56 回北方領土

復帰促進婦人・青年交流集会（日青協主催）の報告会を札幌で開催しました。集会報告のほか、北海道からの参加者による感想の共有、会場参加

者とオンライン参加者を交えたディスカッション

を行いました。元島民の高齢化に伴う次世代への

継承の課題や、ロシアとの共存共栄のあり方など、

深く学ぶことのできる貴重な場になりました。

　領土問題を、国家間の課題としてだけでなく自

分事として捉えることの大切さを改めて感じられ

たと思います。このように地域や立場を越えて語

り合える場の大切さを実感しています。

（北海道・北海道青年団体協議会・阪 光平・40 代）

 
宮城県青年団合宿！！！
　９月 13 日から９月 14 日、仙台市の秋

あ き う

保木の家ロッジ村に蔵
ざおうまち

王町・富谷市・柴
しばたまち

田町・角
か く だ

田市・大
おおがわらまち

河原町の青年団が集まり合宿を行いました。

合宿ではバーベキューやボードゲームを楽しみました！最後にはみんなで温泉に入り疲れを癒しました。

（宮城県・富谷市青年団・長 煌晟・20 代）

みなさんの想いや考え方を交換する新企画♪

新聞への感想や事業の告知、 報告、 日頃考えていることなど

なんでも投稿可能です！！

 
能登半島に日青協事務局研修へ
　８月 20 日～ 21 日の２日間、石川県能登半島へ日青協の事務局４人で研修に伺いました。２日間をかけて、

珠
す ず

洲市、輪島市、穴
あなみずまち

水町をまわりました。

　写真は、もともと駐車場だった場所です。地盤の沈下によって、ガードレールが海の中に沈んでしまってい

たり、地面はがたがたと波打って、ひび割れたりしていました。大きいところでは地面が４ m も隆起し、海

岸線は 200 m も遠くなってしまったといいます。珠洲市内の電柱

は傾いているものばかりでまっすぐなものを見つけるのが難しいほ

ど。輪島市でも歩道が波打っている場所もあり、穴水町のお寺では

灯篭が崩れたまま。多くの神社やお寺が地震の揺れで壊れ、すでに

取り壊されて更地になっています。震災から１年が経ち、報道は減っ

てきているものの、まだまだ被災地は復旧・復興の途中であるとい

う現実を目の当たりにしました。被災地から学び、日ごろからの備

えをするとともに、自分のできる支援を続けていきたいです。

（埼玉県・日本青年団協議会・水村仁美・30 代）

※
地
方
車
（
じ
か
た
し
ゃ
）
…
…
よ
さ
こ
い
の
チ
ー
ム
ご
と
に
１
台
用
意
す
る
、
装
飾
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
等
の
自
動
車
。
上
に
乗
っ
て
移
動
し
な
が
ら
踊
っ
た
り
、
音
楽
を
流
し
た
り
す
る

投稿はどなたでも可能で

す！下記 URL からぜひお

寄せください。皆さんの

投稿をお待ちしてます！

　今号よりスタートする新企画 「魅力発掘」。

２ページの Action にて取り上げた実践を行う青年団の活動やその活動地域を深堀り、 その魅力を紹介する企画です。

初回となる今回は、 高知県青年団協議会の魅力を発掘します！！ 魅
力
魅
力
発
掘
発
掘

67

もっと

知りたい！

高
知
県
青
年
団
協
議
会

高
知
県
青
年
団
協
議
会

←もっと詳しく知りたい方はこちらから！団体の SNS 等につながります！

◆
に
ぎ
わ
い
ボ
ニ
ー
トfrom 

３
・
11

　

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
直
後
、「
東
北
に
よ
さ
こ

い
で
元
気
を
届
け
よ
う
！
」
と
い
う
一
言
か
ら
始
ま
り
、
高
知

大
学
の
学
生
と
青
年
団
有
志
40
名
が
宮
城
県
へ
向
か
っ
た
。
以

来
13
年
間
、
毎
年
10
月
に
仙
台
で
開
催
さ
れ
る
「
み
ち
の
く
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り
」
を
中
心
に
東
北
と
の
交
流
を
続
け
て

い
る
。

　

チ
ー
ム
名
の
「
ボ
ニ
ー
ト
」
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
カ
ツ
オ
」

の
意
味
。
高
知
の
県
魚
カ
ツ
オ
の
よ
う
に
元
気
に
泳
ぐ
（
踊

る
）
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
最
大
の
特
徴
は
、
曲
・
振
り
・
衣

装
を
変
え
な
い
こ
と
。
一
度
覚
え
れ
ば
、
就
職
で
高
知
を
離
れ

て
も
、
他
チ
ー
ム
に
移
っ
て
も
、
い
つ
で
も
「
に
ぎ
わ
い
の
輪
」

に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
外
参
加
者
の
参
加
費
は
、
宿
泊
代

を
含
め
て
一
律
１
万
５
千
円
と
い
う
破
格
の
設
定
。
こ
の
価
格

設
定
に
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
技
能
実
習
生
や
学
生
な

ど
、
経
済
的
に
余
裕
の

な
い
若
者
も
参
加
で
き

る
。
競
演
場
１
カ
所
だ

け
の
飛
び
入
り
参
加
も

歓
迎
。「
よ
さ
こ
い
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
」
と
し
て
、

誰
も
が
本
場
高
知
の
よ

さ
こ
い
を
体
験
で
き
る

扉
を
開
い
て
い
る
。

◆
活
動
紹
介
「
東
北
と
の
絆
を
深
め
る
交
流
」

　

震
災
後
、
宮
城
県
名な

と

り取
市
美み

た

ぞ

の

田
園
第
一
仮
設
住
宅
（
当
時
）

へ
の
訪
問
が
恒
例
行
事
と
な
っ
た
。
高
知
県
青
年
団
協
議
会
が

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る
「
ま
ず
は
、
動
く
」
か
ら
始
ま
っ

た
訪
問
が
、
住
民
の
方
々
か
ら
、
元
気
を
も
ら
っ
た
、
と
い
う

言
葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
一
方
的
な
支
援
で
は
な
く
、
互

い
に
元
気
を
与
え
合
う
交
流
へ
と
関
係
が
変
わ
っ
て
い
く
。

　

現
在
で
は
東
北
各
地
の
学
生
も
高
知
の
よ
さ
こ
い
祭
り
に
参

加
。
銭
形
よ
さ
こ
い
や
四し

ま

ん

と

万
十
市
民
祭
な
ど
、
本
番
前
の
地
方

祭
り
で
も
一
緒
に
踊
る
。
10
名
集
ま
れ
ば
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
が

全
国
ど
こ
へ
で
も
練
習
指
導
に
出
向
く
体
制
も
整
え
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
た
動
画
で
演
舞
の
基
礎
を
学
び
、
直
前

合
同
練
習
で
仕
上
げ
る
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
も
確
立
さ
れ
て
い

る
。
震
災
を
機
に
生
ま
れ
た
絆
は
、地
域
や
世
代
を
越
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
と
成
長
し
た
。

　

復
興
支
援
か

ら
交
流
、
そ
し

て
仲
間
へ
。
13

年
の
歳
月
が
育

ん

だ

関

係

性

は
、
青
年
団
活

動
の
新
た
な
モ

デ
ル
と
呼
べ
る

の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

◆
歌
詞
に
込
め
た
想
い

　
　
　
　
　

～
震
災
復
興
か
ら
、
地
域
再
生
へ
～

　

楽
曲
の
１
番
と
２
番
に
は
、
異
な
る
テ
ー
マ
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
１
番
の「
切
な
く
て 

苦
し
く
て 

焦
る
ほ
ど 

遠
く
な
る
」

は
震
災
で
失
わ
れ
た
日
常
へ
の
想
い
。「
明
日
じ
ゃ
な
く
て
今

日
会
い
に
き
た
よ
／
手
と
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、
す
ぐ
に
東
北
へ

駆
け
つ
け
た
当
時
の
青
年
た
ち
の
決
意
そ
の
も
の
だ
。

　

２
番
は
集
落
維
持
へ
と
視
点
が
変
わ
る
。「
近
づ
き
過
ぎ
て

気
づ
か
な
い
こ
と
／
遠
く
離
れ
て
も
消
え
ぬ
想
い
」
。
こ
れ
は

高
知
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
で
増
加
す
る
過
疎
集
落
に
向
け

た
眼
差
し
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。「
君
の
名
を
呼
ぶ
か
ら

強
く
な
れ
る
」
は
、
青
年
団
や
地
域
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を

表
現
し
て
い
る
。
震
災
復
興
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
は
、
や
が
て

自
分
た
ち
の
地
域
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
東
北

の
復
興
と
地
域
再
生
、
２
つ
の
願
い
が
一
つ
の
歌
に
溶
け
合
い
、

踊
り
手
た
ち
の
心
を
動
か
し
続
け
て
い
る
。

一瞬止んだ雨の中でメンバーの笑

顔が光る

地
※

方車のデザインは毎年変わる

祭り初日の終了後には、大学ごとに取組を紹介

して交流した



れこめんど
 日光東照宮から日光杉並木街道を南下す

ると、私たちが活動する大沢地域がありま

す。六尺藤で有名な龍蔵寺では、私たちが

企画運営しているランタンナイトを毎年開

催しています。180 ㎝に及ぶ藤の花とラン

タンや子どもたちがデザインしたキャン

ドルとのコラボレーションはまさに圧巻です。この幻想的な世界観をみな

さんにもぜひ感じていただきたい。私たち大沢青年団は結成８周年。15 歳

から 43 歳までの合計 40 名で活動しています。イベントで交流を深めたり、

子どもたちと一緒に肝試しや自然体験を行ったりと盛りだくさん。現在は

地域食堂を立ち上げようと高校生と大学生が張り切っています！ 

　

元
は
大
変
な
人
見
知
り

で
、
親
の
陰
に
隠
れ
て
初

対
面
の
人
と
は
全
く
話
せ

な
か
っ
た
長
さ
ん
。
中
学

校
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー(

JL)

で
経
験
を
重

ね
、
話
せ
る
よ
う
に
。
そ

し
て
JL
の
先
輩
か
ら
の
誘

い
が
き
っ
か
け
で
、
富
谷

市
青
年
団
に
入
っ
た
。

　

現
在
は
不
登
校
支
援
に

な
る
事
業
を
企
画
中
。
た

ま
た
ま
不
登
校
だ
っ
た
方

か
ら
体
験
談
を
聞
い
て
存

在
を
知
り
、
自
分
た
ち
に

も
不
登
校
支
援
が
で
き

る
、
と
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
企

画
を
発
案
し
た
。
ボ
ド
ゲ

に
詳
し
い
青
年
団
員
の
ほ

か
JL
の
協
力
も
得
て
、
実

現
に
向
け
取
り
組
む
。

　

日
頃
の
つ
な
が
り
か
ら

生
ま
れ
た
「
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
の
実
現
」
、
そ

し
て
そ
れ
が
社
会
の
た
め

に
な
る
―
―
ま
さ
に
青
年

団
活
動
を
象
徴
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
青
年
団
で
身

に
つ
い
た
考
え
方
だ
。
子

ど
も
が
地
元
で
や
り
た
い

こ
と
に
青
年
団
が
手
伝
え

る
土
壌
や
基
盤
を
整
え
ら

れ
た
ら
、
と
語
る
長
さ
ん
。

そ
し
て
「
青
年
団
活
動
は

充
実
し
た
趣
味
」
と
続
け

た
よ
う
に
気
楽
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の

楽
し
み
の
先
に
、
次
の
世

代
に
と
っ
て
の
未
来
を
生

み
出
す
秘
訣
だ
ろ
う
。

はらぺこ青年団がパワーアップ！

あまり知られていないすてきな場所や食

べ物…地元のおすすめを支局員がご紹介。
今年も全国青年大会の季節になりまし

た。学生時代の文化祭の記憶があるからか、

秋は社会人になってもずっと文化祭の準備

をしているようなそわそわとした高揚感と

忙しなさがある気がします。今年も全国の

みなさんとお会いできることを楽しみにし

ています。

今号から紙面の一部をリニューアルし

ましたがいかがですか。Youth 掲示板に感

想をお寄せいただけたら嬉しいです。（Ｈ）

●大沼　絢美（栃木県日光市日光大沢青年団）より投稿

　今年は被爆・戦後 80 年という節目の年。各地で平和への

願いを込めた催しが次々に行われている。平和について考

えるとき、どうしても気になるテーマが、筆者にはある。

身近な戦争体験をどう受け継ぐか、である。

　筆者の祖父も出兵して大陸に渡り、満州戦線を経験した。

しかし、祖父は戦争の記憶について「戦争はやっちゃなら

ねぇ」としか語らなかった。唯一、断片的ながら話してく

れたのは、ある日突然のこと。満州で銃を撃ち、すねを撃

たれて戦線を離脱し帰国した、という話だった。そこで印

象的だったのは、「撃たれたからこそ死なずに済んだ」とい

う言葉の裏にあった、日本人が加害者として人を殺してい

たという事実が、あまり語られないことへの懸念だった。

戦争被害者としての側面は強く語られるが、多くの日本人

が被害者であり加害者でもあったという事実は、身近な範

囲でさえ話しづらい、重いテーマとして今なお横たわる。

　今、私たちは何をすべきだろうか。昨年ノーベル平和賞

を受賞した日本原水爆被害者団体協議会 ( 日本被団協 ) の

運動がそうであったように、世界を動かすのは、このよう

な身近で小さな「声」から始まるのかもしれない。これに

ならって、身近な体験者の「声」を聴くことから始められ

ないか。そして、聴いた内容を私たちが自分の言葉で語る

ことである。筆者の祖父が言葉を詰まらせたように、戦争

の記憶に基づく行動は複雑で、被害と加害が混在する、正

解のない問いである。どのように、どれだけの人の心を動

かしながら行動するか。迷いながらでも良いだろう、私た

ちが動くのだ。その小さな一歩が、世界を変えると信じて。

小さくても声を上げよう　～祖父の語った記憶の断片と被爆・戦後 80年～

●佐藤　和博（日本青年団協議会常任理事）より投稿

https://www.facebook.com/nisseikyo01/

最新の
情報は
こちら
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青
年
団
活
動
は

　
　

充
実
し
た
趣
味

長ち
ょ
う

　
　

煌こ
う
せ
い晟

さ
ん
（
20
）

（
宮
城
県
・
富
谷
市
青
年
団
）

難しく考えず

気楽にいきましょう


